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がん教育実施報告書 

校名 南相馬市立原町第一小学校 

実施対象者 第 6学年児童 45名（欠席 2名） 

教育課程の位置づけ 
体育・保健体育   道 徳   学級活動・HR活動  講演会・行事 

その他（        ） 

実 施 日 時 令和 ７ 年  ９月  ９日（火） １０：２０ ～ １１：０５ 

打合せについて 
【１回目】方法：メール     内容：実施時期と内容、講師選定 

【２回目】方法：メール     内容：実施内容、ワークシートなど 

外部講師 職・氏名 職名 保健技師     氏名 佐藤愛栞  

実 施 内 容 

めあて：「がん」について正しく知ろう 

目 的：「がん」について正しく知り、「がん」に向き合う人々への理解

を深めることを通し、自他の健康と命の大切さを考える。 

内 容：事前：「がん」に関するイメージ調査 

    当日：①「がん」とはどのような病気か 

       ②「がん」の予防 

        ・生活習慣の大切さ、検診の必要性 

        ・今の自分にできる「がん」の予防はなにか 

        ・家族に伝えられることは何か 

       ③がん患者の思い（動画） 

        ・発見から治療 

        ・家族、周囲の人々への助け、感謝 

       ④まとめ（がん予防メイトの任命） 

        ・がん予防メイトカードとその意味の説明 

   事後：イメージや理解に関するアンケート、保健だよりの配付 

成 果 等 

《授業前後での「がん」へのイメージの変化》 

○ ４５人中４２人が「イメージが変わった」と回答 

→治らないと思っていたが早期発見で治すことができると知った 

→特別な人がなるのではなく、誰でもなる可能性がある病気だと 

知った 

《児童の感想》 

○ 日本が 2人に 1人が「がん」になる「がん大国」と聞いて驚いた 

○ 規則正しい生活を意識して「がん細胞」に負けない体を作りたいと

思った 

○ 家の人にも生活習慣のことやお酒のことを教えたいと思った 

○ 家族にも検診を受けてほしいし自分も大人になったら受けたい 

《保護者の感想》（授業後の自主学習をみた感想） 

○ 小学校でがん予防教育があることに驚いた。定期検査の大切さを

子どもに教えてもらった。 

○ この機会に自身のがん経験を子どもに話し、遺伝的に気をつけて

いこうと伝える事ができた。 

《外部講師を活用してよかったこと》 

 ○ 専門家から、規則正しい生活やバランスの良い食事が「がん」の

予防にもつながることを教えてもらうことで、改めて睡眠・運動・

食事の大切さを児童が考えるきっかけとなる。 

○ がん患者の動画やその他スライドなど専門的かつ分かりやすい教

材を準備してもらえる。 


